
オレンジガーデニング
～ 中間市を花いっぱいにする会  ～

まずは除草作業、そして肥料を撒いて花植えです。ひとつひとつ丁寧に

花を植えると、これまでとは全く違う景色になりました。
その裏には、ボランティアさんの努力があります！

✨この花を見て、多くの人が認知症のことを知ってくれますように…

認知症啓発のシンボルカラーであるオレンジ色の花をたくさん植えて、
認知症の啓発をできたらいいなぁ。そんな思いを実現してくださったのは
ボランティア団体「中間市を花いっぱいにする会」のみなさんです♪

「認知症 なかまで備え 支え合う」プロジェクト

義手工房「ゆい」のみなさん。
プロジェクトに賛同し
参加してくださいました！



認知症高齢者が行方不明になった場合に備え、早期発見になる事故防止や

保護の迅速化を行い、住み慣れた地域で安心して暮らし続けることが

できるよう支援体制を構築することを目的とした取り組みです。

認知症の人が行方不明になったと想定し、市内で
オレンジセーフティネットの試用実験を行いました。

「認知症 なかまで備え 支え合う」プロジェクト

オレンジセーフティネット事業

デモンストレーションを実施！!

ソフトバンク
株式会社
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オレンジセーフティネットとは…

行方不明に
なってしまった

アプリで
捜索依頼！

情報を受けて
オレンジ協力隊
も捜索開始！

この人かも
しれないなぁ

無事発見!!

九州地区初の
取り組みです！

☆協力事業者☆
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・株式会社イワタダイナース
・エフコープ生活協同組合 八幡西支所

・第一生命保険株式会社　北九州総合支社
・株式会社セブン-イレブン・ジャパン加盟店





～アンケート～

Q：認知症についてあなたができる「備え」とは何ですか？

・認知症について知ることが最初の備えだと思う。

・誰もがなりうることとして事前に周りの人と話しておく。

・オレンジセーフティネットを利用する。

Q:講座についての感想や質問など自由にお書きください。

・家族で話そうと思った。

・自分でできることを奪わないことが大切だと学んだ。

・自分に関係のないことだと、知らんぷりしてはいけないと

　思った。

認知症サポーター養成講座

「認知症 なかまで備え 支え合う」プロジェクト

認知症って高齢者だけの問題？一部の人だけが考え、支援すること？
認知症を自分事として捉え、正しい理解が芽生えるよう様々な年代に向け
認知症サポーター養成講座を実施しています！

自分が認知症だったら、どのような接し方をしてほしいかを考え

認知症の人への接し方を中心に学びを深めました。

一人一人に寄り添う気持ちで接することが大切だということを

共通理解することができました♥

中間市内にある希望が丘高等学校の一年生と先生を対象に♪

中間市役所職員を対象に♪
オレンジセーフティネット事業に

ついての説明動画も観ました！


